
○ 第３回渋川市総合計画審議会結果概要

開催日時 平成２９年１月２７日（金) １３時３０分から１５時４５分まで

開催場所

及び出席者

本庁舎３階 大会議室

○審議会委員（河藤委員、結城委員、福田委員、狩野委員、南雲委員、

桑原委員、桑島委員、今井委員、水沢委員、入澤委員、眞下委員、

大森委員、関口委員、反町委員、唐澤委員、荻野委員）

○市長

○策定委員会委員（副市長、教育長、総務部長、企画部長、市民部長、

こども課長（代理出席）、農政部長、商工観光部長、建設部長、

水道部長、教育部長、監査委員事務局長、農業委員会事務局長、

議会事務局長）

○事務局（企画課長、企画課統括主幹、企画課政策係員）

配付資料

・資料№１ 第２次渋川市総合計画基礎調査報告書（追加分）

・資料№２ 市民意識調査結果報告書

・資料№３ 中学生･高校生意識調査結果報告書

・資料№４ 基本構想（素案）の考え方について

・資料№５ 第２次渋川市総合計画基本構想（素案）

・第２回渋川市総合計画審議会結果概要

・正誤表

・上毛新聞「渋川市（うち）で暮らそう」

会議次第

１ 開会

２ あいさつ（市長、会長）

３ 議事

（１）報告事項 第２次渋川市総合計画策定に係る基礎資料について

（２）協議事項 第２次渋川市総合計画基本構想（素案）について

４ その他

５ 閉会

審議結果

（１） 第２次渋川市総合計画策定に係る基礎資料について

来年度の地区別・分野別懇談会に多くの市民に参加してもらえる

よう周知方法を検討する。

（２） 第２次渋川市総合計画基本構想（素案）について

次の１０年間で市として目指す姿をわかりやすい言葉で基本構想

に加える。
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○ 第３回渋川市総合計画審議会での意見等

（１） 第２次渋川市総合計画策定に係る基礎資料について

№ 委員からの意見等 回答等

１

将来人口の推計がかなり楽観的であ

るが、なぜこのようになったのか。人

口推計を元に財政を考えているので、

根拠をはっきりさせる必要があるの

ではないか。

【市】

このままでは、社人研の推計のように

人口は減ってしまうので、市では、少

子化、人口減少を抑え、活力ある市を

維持していくために、まち・ひと・し

ごと創生総合戦略を平成 27 年度に策

定した。仕事づくり、人の流れづくり、

結婚・出産・子育ての環境づくり、ま

ちづくりという 4 つの観点で施策を

適切に行い、人口の自然減、社会減を

できるだけ抑える取組を始めた。そう

いったことを踏まえ、平成３９年の人

口を７万５,０００人にとした。

２

平成２９年度中に、実施計画まで検討

していくのか。

平成２９年度に第２回地区別・分野別

懇談会などが予定されているが、どの

ように進めていくのか。

【市】

平成２９年度第１回審議会で、基本計

画を審議いただき、基本計画と並行し

て、実施計画を検討する。

平成２９年度は、審議会等で協議いた

だいたものを基に地区別・分野別懇談

会を開催する。併せて、ホームページ

や広報等を通じて、市民の意見を聞く

予定である。

３

平成２９年度の地区別・分野別懇談会

は非常に重要だと思うので、多くの人

が参加するようにしてもらいたい。

中学生・高校生アンケートを実施して

いるので、中高生にも関連する方策を

考えた方が、広報という意味でも非常

に効果があるのではないか。

【市】

今年度は、自治会への出席のお願い

や、広報などにお知らせを掲載した

が、来年度は、回覧板等で分かりやす

くお知らせしたり、公民館を通じてお

知らせするなど、多くの人に参加いた

だけるよう工夫したい。

中学生・高校生に興味を持ってもらえ

るよう結果をもう少し分かりやすく

し、中学校・高校に配布できればと考

えている。
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（２） 第２次渋川市総合計画基本構想（素案）について

№ 委員からの意見等 回答等

１

市民意識調査結果で、まちづくりが進

んでいないと考えている人、サービス

が向上していないという人が多いが、

これに対応するようなものが基本構

想に含まれていない。どのように対応

していくのか。

子どもを育てるなら渋川市、教育する

なら渋川市などの方が市民に伝わり

やすいのではないか。人口が減少して

いかないように頑張るというのをも

っと前面に打ち出した表現があると

よいのではないか。

【市】

合併して１０年経ったが、まちづくり

は１０年ではできない。育む・結ぶ・

創るで、まずは一体感を大きく醸成し

ていきたい。

基本構想の分かりやすさについては、

総合計画は全体の計画であるので、あ

る程度抽象的にならざるを得ない部

分もある。

２

自然災害に対して、どういった取り組

みを考えているのか。

【市】

安心・安全は、市民の関心が一番高い

ところなので、基本計画の中で具現化

するために防災に対する整備や体制

づくりに取り組んでいきたい。

３

安心して暮らせる防犯体制の整備、安

心して子どもを生み育てられる環境

の充実に力を入れた施策を考え、施策

に入れ込んでもらいたい。

育む・結ぶ・創るを基本理念として、

各分野別に整理するとなっているが、

総花的になっている。県が昨年度つく

った戦略は、人口減対策のみである。

まずは、将来人口を 7万 5,000 人まで

の減少にとどめる施策を重点的に打

ち出していただきたい。

財政の歳出について、その他の項目が

人件費の額を上回るものなのか。効果

を考えよく吟味してお金を使ってほ

しい。学校の統廃合を積極的に進め、

教育レベルや教育環境を整えるべき

ではないか。空いた学校を有効活用す

るなど前向きに考えてほしい。

【会長】

人口減少対策については、まち・ひ

と・しごと創生総合戦略があるので、

連携、整合性をしっかりと取り、それ

を想定した基本計画にしていく必要

がある。

基本理念は、基本的にはある程度抽象

的なものにならざるを得ないところ

もある。実施計画で具現化していく中

で、総合戦略をどのように活用してい

くか考える必要がある。

【市】

歳出のその他は、物件費や備品、消耗

品などが含まれており、一番金額が大

きいものは委託料である。一般会計か

ら特別会計の足りない分を繰り出し

ている繰出金などが金額を押し上げ

ている。今後、もう少し分かりやすい

表現に努めたい。

４

災害発生時に本庁舎が対策本部にな

ると思うが、東日本大震災のときに、

本庁舎の壁に亀裂が入った。対策本部

を現状のままにしておくのか。

【会長】

基本計画又は実施計画に取り込むこ

とで、検討を進めていきたい。
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５

人口減少対策や市民への分かりやす

さが示されていけば、案のような基本

構想でよいのではない。基本計画と実

施計画など、細かいことが計画されて

いるのは非常に良いのではないか。

６

次の世代が渋川市に住むかどうかで

将来像が大きく変わってしまうので、

中高生の意識を大切にしていただき

たい。自然環境の豊かさは、市のセー

ルスポイントだと思うので、前面に挙

げていただきたい。中高生意識調査結

果では、道路・公共交通などの都市基

盤整備にいろいろな意見が出ている。

駅から学校までの道路の整備や安全

面の確保など、具体的に対応を考えて

いただきたい。

【会長】

基本計画に取り込むことで、検討を進

めていきたい。

７

スポーツは、お金や手間がかかるの

で、関心は低いが、お金を出しても健

康は維持するという面もあり、健康と

スポーツをいかにマッチングしてい

くかが課題である。今年５月に総合型

スポーツクラブの立ち上げがある。日

本で最初の市民全員がいろいろなス

ポーツに安価で参加でき、医療とスポ

ーツを取り入れた環境づくりを具現

化するもので、スポーツに対する考え

方が大きく変わる。ぜひ、計画の中に

盛り込んでいただきたい。

【会長】

基本計画、実施計画に取り込むこと

で、検討を進めていきたい。

８

県で生ゴミを集め、ゴミ袋を市民に無

料配布するリサイクルを行うようだ

が、市も乗り遅れないように地球温暖

化対策に取り組んでいただきたい。

９

同規模の市と比べると職員が多いと

いうことが、財政のスリム化という部

分で気になる。

基本構想はもやっとしているものだ

とは思うが、もやっとさせる必要はな

い。もう少し切り込んだ構想でもいい

のではないか。

【会長】

基本計画や実施計画で財政の健全化

にしっかりと取り込むことで、検討を

進めていきたい。

- 4 -



１０

市民意識調査で、これからのまちづく

りに期待する内容として、安心・安全、

福祉、健康、子育て、自然、環境、観

光、交通、産業などがある。それぞれ

の部門を縦糸だとすれば、横糸で紡ぐ

のが観光であり、お金を生む部分は、

観光と産業である。どのような戦略で

お金を生むのかを計画に盛り込んで

いただきたい。観光でまちづくりとい

うよりも、財政を考えなければいけな

いので、うまく活用してほしい。

ふるさと納税が昨年４月から始まっ

たが、現在の状況をお聞きしたい。

【市】

今年度のふるさと応援寄付金は現在

約１億８,０００万円程度。今年度、

感謝券の導入やふるさと納税のポー

タルサイトへの掲載などにより、昨年

の約１４倍程度の見込みで推移して

いる。

例えば、ふるさと納税として、7 億の

歳入があれば、財政も大きく変わって

くるのではないか。財政が潤ってくれ

ば、給食の無償化や健康、スポーツに

も取り組むことができ、市民は将来に

向けて夢が持てるのではないか。削減

することも大事だが、お金をかけると

ころにはかけていただきたい。

【会長】

産業経済の振興は、地域に付加価値を

もたらすので、基本計画、実施計画に

おいて、産業経済対策をしっかりと考

えたい。

１１

基本構想を大木に例えると太い幹に

なると思うが、この案でよいと思う。

今日の話やアンケート結果をみると、

枝に当たるものが多いように思う。次

の太い枝が出てくると具体的になり

分かりやすくなるのではないか。

地区別・分野別懇談会の参加を促す方

法として、自治会で回覧をしてもあま

り見ない。各部署から直接流す方法な

ど、回覧板以外の方法も考えていただ

きたい。

農業の件がほとんど出ていない。市内

に大きな会社が 4つあるが、それ以外

は農業が大事な分野となる。ぜひ、計

画に組み入れていただきたい。

１２

目指すべきものが大きすぎて、どこを

目指していいのかが分からない。将来

像に、脱・消滅や全員で人口７万５,

０００人を目指すなどを入れた方が

よいのではないか。
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１３

中高生意識調査で、安心・安全、福祉、

健康がこれからのまちづくりに期待

するものの上位に来ている。生活する

上で当たり前のことが期待されてい

るので、すぐにでも行動に移すべきで

はないか。幼稚園、小学校、中学校の

教育など、特に不満があるわけではな

いが、渋川市ならではの教育や特色あ

る教室などがあれば、市外からもここ

で子育てしてみたいという人が出て

くるのではないか。

１４

みんなが納得し、ゴールが何か分か

り、一致団結してその方法を守ってい

きながら、一緒に点検できるフレーム

が必要である。１０年間の目的を分か

りやすい言葉で言うならば何か、渋川

市をどんなまちにしたいのか、力強い

言葉が必要ではないか。たたき台とし

て、「次世代が、安心して誇りを持っ

て暮らし、働くまちをつくる」はいか

がか。これからの１０年間は「人・地

域・資源を育む・結ぶ・創る」でよい

となれば、全ての事業がこの観点で議

論されたか、実行されたかなど確認し

ていくことになる。いろいろな分野で

活用するときに、使いやすく納得で

き、市の未来をつくるものになってい

るか点検していただきたい。

【市】

将来像を変えることは実務的には可

能だが、新市建設計画を５年間延長し

ており、第２次総合計画の計画期間と

と重なっている。合併後１０年たった

が、第２次総合計画は、新市建設計画

を踏まえた上で策定をするので、慎重

に検討したい。

将来像「やすらぎとふれあいに満ちた

ほっとなまち」は修正できるのか。修

正できないのであれば、もう少し今の

課題を踏まえ、将来こういう目的でこ

の時代を進んでいくということまで

入れ込んでいく必要がある。

将来像を無理に変えるのではなく、こ

の１０年間で目指す言葉を足すこと

は可能か。

【市】

やすらぎとふれあいに満ちたほっと

なまちの意味するところは、次世代が

安心して誇りを持って暮らして働く

まちをつくるという意味であるとい

う解説を入れ込み整理することは十

分に考えられる。
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